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日 本 藻 類 皐 合 曾 則

(徳則)

第 H条本舎は日本務狩i与さ曾と締する。

第 2僚本舎は秘Z裂の進歩普及を悶り，併せて合員相互の議絡放に親!珪を悶ることを

目的とす る。

第 3偽本舎は前僚の目的を越するために，次の事業を行う。

1. 殺.舎の開催("F-1問)

2. ~革綴に闘す る研究含，説習合，採集合等の1開催

3. 定期刊行物の王室刊

4. その他\ì'~fi条の!目的を主主するために必要な事業

費~4 総本舎の事務所は'合長のもとにおく。

第 5総本舎の察当長年度は 4刀1日に始まり，翌年 3月 31日に終る。

(省員)

第6除合員は吹の 3fAとする。

]. 普通合員 (藻類に闘，r，、をもち，*，令の経旨に賛同する側人叉は図f本で，役員含

の骨量認するもの)

~. t6宅島合員(若草塁手の号室主主に11献があり，本舎の趣旨に賛同する個人で，役員舎の

挽認するもの)

3. 特別合員 (木舎の趣旨に夜間し，本合の溌E止に特に号事典した側人叉は闘f本で，

役員舎のI佐薦するもの)

第 7総本舎に入令するには，住所，氏名 (悶体名)職業を記入した入合申込書を含

長に差 ll¥すものとする。

第18総合員は毎年合'J!(300 llllをliil*内するものとする。但し名穆合員及び侍別合員は

合J:(を要しない。

(役員)

号事 ()fi条本舎に衣の役員をおく。

令長 一名 (tHJほ 2ヶ年とする)

幹事 若 千t6任期は 2ヶ年とする)

令長は総合に於て合員中よりこれを泣M¥する。幹事は合長が舎良中よりとれを指

名する。

(刊行物)

第10除水省は定期刊行物「誠実了lJを年 3回刊行し，舎員に無料で頒布する。

附則
‘' 

との合則は昭和 ~8 年 10 月 11 日 から1随行する。
J " 



故国技淳博士の海藻亭にがける各II業績 ~ 

新附盛敏弘

ヌト:令名幸子令(-1，元東京大串教授虫~'=同士図校枠先生はlIi討手1 1 29 年 2 1'J 13日

稿腕の矯め逝去された。

故国枝先生は静岡鯨二俣I1lrの斜l出身， 大正 3"'1三京大農皐部水産皐科を御卒

業，大串院に入J墜されて初め魚鄭躍を専攻されていたが後il(本じて三宅駿一先

生及び故岡村金太郎先生の御指導の下に海藻皐~専攻された。以来日併1 1 24

年停年退官されるまで 80飴年間京大五年墜部水産製科に勤務されて， 助手，

助教侵，教授として水産植物皐の綱l研究，皐生の敬育研究指導に営られたが，

例lill官後は新設の日本大息水産準科に沿いて水産植物Ui撃を拾'討され，又l'!f山

製院大J撃に4ないても一般生物事，自然利害主将1論等を諮じて居られた。

先生の研究商に沿ける御所勤のあとをたどってみるに，持品長類の出11¥胞皐，

生古17史の研究に韮却を沿かれて水産業に沿ける手H準的基l礎知識の1IJI(J切に資め

られた。初期の頃はホンダワラ類の生徒法，授精，匹護主主等を御研究に君主り，

特にアカモクの生殖器，J佐渡生の研究を以って串位を縛られた。 三宅牒一先

生と共同でおやりに主主ったアオサ科の海藻の生殖法の研筑は，此の商にたけ

る日本での最初のものの一つであるが，此の研究は後までもあ1けられ，ついに

ヒトエグサが他のアオサ，アオノリとちがい，本体は配偶子だけを!品し，接

合子はすぐに護;芽するのではなく，阜市ill胞のまま次第に増大して行くだけだ

が4箇月後には俳走子を生じ瀧走子は直ちに殻芽して ヒトエグサ休に走る

事を登見され，始めてヒ トエグサ凪の生活史を悶明された。そして世氏交呑

の主主式がアオサ，アオノリ等とは全くちがうものでるるからf;;lを:日lJにすべき

も のでるるとしてヒトエグサ科 ~onostrornaceae の設立を北JI昌された。一 叉

三宅先生と共同で DOSTAL，SCHUSSN1Gの護見直後に始められたへライワヅグ

の生植法の研究では，それまで不明だった併走胞子は配偶子であるととを明

らかにされ，雌雄異71予で，接合後は分裂ナるとと念く弦芽しτ行くととを親

祭された。多くにたやりになった下等柄誌類の生前史の研究は，之等の物が分鋲

i製皐製L上疑問が多いので

必 束京大導拳主』決主里皐努E払ド;部唱祁\7.水，~ &産E羽柿li.l物均準差数土室
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2 議 ~J[ 第 2 f{f第 1 減 lIí1，'I'11 29 &)三5月

であるが，須藤と共同研究のフクロノ リにおいては秋には悌走子を/:1:'.ナが春

には雌雄大小の訟がある異7I'b配偶子が現われるととを蹴楽し，同型の世代交

帯をたナ事をJ世論された。 flW1'118 ij三凶から始められ晩年に到るまで続けて居

られたフ'リークサノリの生-市民:の御研究ではその分業j司法，生殖胞子の71列車及び

行動等について従来阪く容認されていた定説的主主見解に告はして疑問を投ぜら

れ， 1義列立されるアサクサ ノリ の中には多数の~]~!Jð，iが含まれるが，之等は~胞

子を有ナるマJレパフP サクサノリ凪 Metaporphyraと皐胞子を有さえ主いナガ

パアサクサノ リ Æ~ Porphyraに分けられる。そして此の分類皐的相異は産業

上でも亘裂で~}レパは l免生だがナガバは早生であり ，此の平I!免性を利用して

ノリの採捌期Wjをのばすととも 出来る告ーである。吏V亡襲来と見なされていた

のは貨は未熟主主精子誌で，買の襲来は別に あ り， 塾抄I~は/l:J:休と共にヒピから

)j)t悲 してit正底に沈み，付:休の樹死後1uu立 して休11民!!}(態で・立をとし，その !H'j ~乙

*胞子は熟 して行って秋に前11れ~lll れに市岡に浮上 してヒピに靖生ナる。秋の

ヒビJ二につくノリ の起l京が夏 ノリからの阜胞子でない事は，胞子の大きさ，

色素休のJI五!!k，改芽休の11児のl♀さ笥;の;Jfl症で匝別が出来る」等の異設をたて

られた。之れがそれまでο「五ノリ 説」に釘立する「休l以下北」として，共の

後長い| ↓\j論qi:の問題と怠った。 先生はまた糾謀主I~i の生前!}'.の研究をお1 けら

れ ~JU悼と共同でアカモク其の他のホングワラ業I~iの ものの授精を生休でfm~

され，又新IIIt.fと共同で研究されたノ、バモドキ，セイヨウハバノl}の生前史で

は ， 本やI~は前走子を /:\!，しそれが殻芽して微小なi自立11~休K 主主り，之 KatiU4tの配

偶子が生じて1=i性生継が行われるととど出じた。戦時中行われた)11¥里!万〔誌研

究明.では班長としてその推進蛮民に京力されたが，~tî) 自分でも新111奇と共同で

アラメ ，カ ジメの研究をされ，アラメ で、は従来木ヂ11illiは:-HI如だけとされて

いたのを訂正されて，m夜jiifi笥:以京に多いアラメ型と以聞に多いサ::JIラメ型の

同学千があるととをlりjらかにされ，サガラメ型ば北米太平洋岸(，z::i!lナるEisenia

arborea K同定すべきものであるとされた。

以上はすで、に報文にされた仰研究成県の蹴嬰で、あるが，共の他にも手をつ

けて居られたのに少ミウチワの生植JJ包子の前iI胞接的研究，イロ ロ，ウJレ、ング

サ，カ ワノリ，キッコウグ-!J~ ~g:の生前法の研究があり未設表に絶っているが

か怒りの成果をあげて居られた。 ~I~ でもイロロの運動|生るる悦走子の護;見は

それまで疑問問iの多かったイシゲ屈の分主J'!i早J二の位置決定(，z::大怠る功訪をと残

しプ乙といえよう。
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新崎: 放園枝滞博士の海滋拳における御業績 3 

'It.沿昭和115年頃からは海藻よりも魚類の頭骨をもとにする分類， 系統進

化の研究に深い御閥心を向けられ，報文を二つも出された。そして此の御研

究ほ更に殻展して魚類から人類までに到る脊椎動物の進化粧路に闘するー仮

設をもたてられて，病床にあられ乍らも，そのノートの整理，執筆を気にし

て居られていたが，ついに未整表に格って了った。

此のように先生ほ主として邦産の海藻類の生活史の解明に努力されたので

るるが，只l乞新知識を得るという事だけに止まらや，得られた知識を如何に

すれば産業の中にとり入れて水産業。進展，技術の向上に役立たせ得るかに

深い関心を梯いつつ研究を進めて居られた。元*先生は「撮り性Jで，物事に

まJしていつでも虚心坦懐に真正面からとつくまれてその本質まで徹底的につ

きとめねば止まぬという御性格で，常人の考え及ばない特異の推理，考察をめ

ぐらされて明快訟判断を下される方であった。「自然の事賓が吾々の師で，本

や文献にとらわれてはいけない」とか「科皐は進歩して行くものだから頭を

固くしていてはいかぬ。研究では判断，結論にいたるまでの過程が大切な面

白い所で，自分の出した結論にとらわれすぎではなら肉」等ともいわれ，御

自分に納得行くよう主主事賞，説明が出てくるとそれまでの自設の非をるっさ

り認められた。上記の先生の報文中でも，アカモクの染色体裁のように後に

他の研究者から誤りを指摘されたものや， ヒトエグサのように最初の報文で

は接合子がすぐ護芽分裂するとされたのを次の報文ではすぐには護芽せ歩、単

細胞のままで片ノにきく友って行くだけだと御自分で訂正されたのもあり，

「結論を出すのにあせってはいけない」等と辿懐されて居られた。アサクサ

ノリの生活9史iについては波紋が大きかつアたζだけに御自分で

翻察研究右乞と績けて居られ，また吾々にもやらして居られたが，先生の考楽，

観察の不充分な所を賞誰をあげて論議して行くと御自分の前設に固執される

ととがたかった。なた故近康く 11呂えられている Conch田 elis-ph田 eの問題に

ついては，日本に必ける此の研究の開始とも除j主liがあるが，質は私が DREW

の報文を最初にみたのは昭和26年2月頃で営時東京文理大に在撃中だった

千原光雄君にコツピイそ負ったのに始まるが，その後間もない頃先生泊考文室

にお見えになられ門下生謹と歓談された時に DREWの報文の件を話題にの

ぼせると，門下生の中には「あんなのが介殻中に穿孔するなんてととは考え

られぬ」と言下に否定するのもいたが先生は「吾々の思い及ばなかった所だ

からそう簡単には扱えぬ。呆胞子が夏休眠したのも悔底から浮上ってくるの

- 3ー



4 手足 類 第2悲喜第 lW，昭和 29&1五5月

アごと考えられるが Conchocelisの場合も海底から浮上って くる笹だ。秋のヒ

ピにつく ノリの胞子はど うしても海底から来るものと考えられるがその矧iで

は一致ナるから考えられぬと とでは泣い」といわれた。その年の秋に稿、が哀

をとさせた培養の糸蹴休に多数の胞子を作 り，その大きさ，形態，殻芽!IM7.主主;

がヒピ上の と fíij~主主主砂jが得られ， DREW の説がアサクサ ノリでもあてはまる

らしい推測が出来たので， 天然、市~ I:I~で寅読 して11 う ように方々にすすめて き

たのが今日 の研先進展の殻端であるが， その1mの封sil対抗況を病床の沿見排の

際等沿話 しする と Conchoselisだけがノ リの越互依態とする見方の不備の

弘liを指摘されて，他泊五主に比べてノリは謎なととをやると とが多いから と結

論を急;ぐ非をi楽くいましめて居られた。

先生に直接私11指導をうけてきた栴誕の専門家は私の後に斜JJ長俊也， lt山LE

也， JJ*山不IUJ.C野博治治，路、肱J肱之助の諸沼ーがあるが，私自身は初め故岡村

先生，三宅先生に手ほどきをして戴いた者で， 国枝先生が畢生の仕事とされ

たアサクサノ リ研究を沿始めになられた初JklJの頃から進展j状況を見せて戴い

たり聞かせて下さった りしていた。卒業後先生の御指導の下で自身ノリ に手

を付け るようになってから紙付 く先生の不備え工組1， 誤 りの出Iliを遠慮主主く I'IJ上

げると， I若草が何を "Jという よう友衛l梯子も汝く 耳U二げられて制l自身でも

検討され，摘んに論議 しつつ今日に及んだが， *iUかい所は)]IJとしてアサクサ

ノリ研究の大道はH併 1112，3:¥'[ミ頃先生が強制されていた方向にそう で動いて

いるよ うに思われる。

園枝博士業績一覧

1. ホンダワ ラ凪の稿!』虫について. 植物皐雑誌，38: (1924) 

2. On the development of sexual organs and embryology in Sar gassum 

Horneri Ag. J. Coll. Agr. Imp. Univ. Tokyo. 9 (5) : (1928). 

3. On the conjuga1.ion of the gametes and the development of the 

zoospores in Ulvaceae (三宅共著).J. Coll. Agr. Imp. Univ. Tokyo. 

11 (3) : (l(l31). 

4. ウミウ チワの生舶並びに生活史に閲する研究(三宅共著).服部報公令研

究抄録 1:(1934). 

5. 011 the life-history of Monostroma. Proc. Imp. Acad. 10 (2) : (1934). 

6. 011 the sexual reproductio11 of Caulerρa (prelim. Rep.). Cytologia 
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新IU市: 故国枝博博士の海部撃における納l業箭 5 

8 (2) : (1937). 

7. 革新的海苔養地訟の提言水産公論，25 (1) : (1937)・

8. フクロノリの生所~(I守に共の具]1予配偶子の接令について.布I(物早雑誌;. ，

52: (1938). 

9. アサクサノリ の生前~.杭物及び動物， 7 (4， 5， 6): (1939). 

10. On the life.history of P01'ρhyra tenera Kjellm・J.Coll. Agr. Imp. 

Univ. Tokyo. 14 (5) : (1939). 

11. On the fertilization in Sargassurn Horneri Ag. (mJY.*共著).Jap. J. 

Bot. 11: (1940). 

12. セイョウハパノリ及び、ハパモドキの生活史(新附共著). 生物，2 (6): 

(1947). 

13.ハパノリとワグモの有性生地と生所史 (1Jj)j露共著J.7K@;製令報，10 (1， 2): 

(1948). 

14.動f1R筋院の鐙溢よりみたる魚、制，附楼主r!， ，限且けJ!，防犯'!及びnni乳会Jiの類

総及び分野iについて. 日本水百庄;

1日5. 向上.II . フナ，コイ ~j1-日本水産事令誌， 14 (勾 :(1949). 

16. On the Eisenia found in Japan Ufrlltt，f~t敦'). Proc. VIIth Pan Pac迂.

Sci. Congr. 5: (1953). 

木合名理合員 l必校部博士は去る 2月]31:1病気の潟束ziく

に於て逝去されました。謹んで合員言者す~t に報じ哀'þjï.の芯.

を絡げます。

l昭和129"1'-4月

FI本主張類接合

- 5 



宮崎豚吉田混泉群の藻類

(日本産視泉植物の研究第32報)

米国勇一*

Y. YONEDA: The ThermaI AI伊 eof the YOSHIDA Ho色
8prings in MIYAZA阻Pref，民知re，K:持品.u.(8加.diω

on也eThermal-sora of Japan， XXXTI.) 

南九州中央部の山岳重昼たる地域に於て馨島火山議とその北方にるる問見
マザキ

岳・矢岳遊山との聞に横たわる盆地を民幸盆地と栴する。との地方は宮崎牒

の南西部にあたり，川内川の最上流に位置する。川内川は流程約 126km.，

その流域に多数の祖泉が湧出しているが大牟は鹿児島県系に属している。宮崎

勝は面積の庚大友割合に温泉現象に乏しししかも鹿児島勝、境に接する地域

に限られている。即ち軍事島火山義を中心とする地帯には極めて多数の温泉が

るり，それらのうち宮崎県幕下にあるものは京町・吉岡・観音・雷・大玉・範樺・白

鳥・蝦野・カサ湯・蓮太郎・湯之元の諸温泉である。之等のうち京町温泉以下の

6温泉は良幸盆地にあって，ーの温泉鮮を形成し，吉田温泉群として知られ

‘てν、る。

筆者・は昭和 16年4月上旬に霧島火山議及びその周謹の温泉部類について

調査したのであるが，今回先歩吉岡温泉群に闘して報告する。併し観音・宙・

大王・~揮の 4温泉は誌類の生育を期待し得ぺき環境を依いていたので， 質

際上は京町・吉問の2温泉の諜類相に闘する報骨と主主るわけである。 倫白鳥

ilil泉その他については稿を改め，霧品i毘泉群としてまとめて報脅するととに

したい。

各温泉の櫛況

東町温泉古都線京町騨附近に湧出する一群の温泉を総栴する。良幸盆地

に於ける景勝の地を占め，梅抜240m.の高度に位する。 多数の源泉を有す

るが何れも単純泉と見なされている。 温泉藻類を認め得たのは良輔P湯・玉泉

官詰毘泉・共同湯の 3筒所であった。

勢京都大祭良皐淵~産皐教室

- 6 ー



米国: 官崎l¥U幸吉岡?114αfの部新 7 

(1)民砂湯 湧出孔に於て泉温 49.50C，pH 7.3であった。藻類の生育地立誌

を使11:J二女の 4位置に分けて記iliする。 St.1.一源泉貯湯槽及びそれに直結

する疏湯樋，イIlJれもコ ンク リート製。 jMJ{i1.38~49. 50C ， pH 7.3。貯湯村|j内に

はEi!J!Aρhanocaρ'sa fusco-lutea， Synechococcus elonglus v.αnψhigra-

nulatus， Oscillatoria Jovis， O. formosa. Phormidium laminosum， p. 

valderianum， P. fragile及び:E.t涼 Achnanihesexiguaを産 した。 疏湯

植の流~í~I:I~ に は A. fusco-lutea， P. fragileの2I:i~~誌のみが認め られた。向

潜在湯の糸温 290Cの微iKiL7K 中 に珪B.~ Fragilaria virescens， Pinnularia 

gibba， Nitzschia recta及び 1砲の Sρirogyraより成るノj、:併設がるった。

St. 2.一源泉の傍にある別の/J、j行湯柑及び縦湯の絶え十沈下する外壁包 糸i111

44~49.50C ， pH 7.3の柑内tとは Aρhanocaρ'sa f~ωco-lulea， Phormidium 

luridum， P. Coriumの3班誌を， ょik協 38. 5 ~48.80C ， pH 7.3の縦、比 には

Chroococcus minutus v. thermalis， Pleurocapsa minor， Oscillatoria 

tenuis， O. formosa， O. sρirulinoides (nov. sp.)， PhormidiU1?'L luridum， 

P. frαgile， P. Coriumの8!Ji~誌を産 した。 St.1 と共通な も のは 3 fJJi:I乞過

ぎ主主い。St.3.ー屋内に設けられた小貯湯問。 米首L490C， pH 7.3。 ととには

Aρhanothece nidulans， Phormidium luridumの2Ifit誌を産するのみであ

った。 St.4.ー上記 3貯場糟及び疏湯槌からi怪れたiI;UiUKが相常多古，:(CVTIじれて

い る地上。占í~1.I~1. 380C， pH 7.6。 との位置は屋外にる り ~J~il;日 も低く ， !IりIjtl:'j町;

落が蛮建 していた。 斑}~~は OsciII atori aの3和 (0.ρrznceρ's，O. limnetica， 

O. formosα)のみで，Phormidium， の数は全く S~ られ なかった。その他に

主!ぅi:!f， Stauroneis alabamae及び var.angulataをEEした。

(2) 玉泉i(Î0J:;l~弘 主~í~in\放in\の絡先;~:~するi!MAで， 屋外市町の小庭にー源泉

がある。 St.1.ー源泉Jt-j'湯柿， コンクリート製o jMJ~_ 48. 8~490C ， pH 8.10 

If:五r~~ Aρhanocapsa fusco-lutea， Oscillaloria acuminata， Phormidium 

fragile， P. lami仰 'sum，Lyngbya luteaの5和が小群落を形成しているに

過ぎなかった。St.2.-)行湯槽から桁J必へり|かれた コンク リート製疏湯樋ロ

樋内の説糸流は大休 450C以上のiKiL度をヰfしていたが， 永rJteの側ブJ去j晋には

32
0

Cの低調を:示す部分があり共蕗に Oscillatoriaformosaが少しばかり見

られた。

(3) 共同溺 源泉湧H円LI'L於て 51.50Cの高却を示し，pHは8.5で、あった。

St. 1.ー屋外に設置されたコンクリ ート製Jl'j'湯村?。 ょí~1Jf，L L190C， pH 8.50 車諜

- 7 ー
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Aρhanocapsa fusco-lutea， Chroococcidiojう'sisthermalis， Oscillatoria for-

mosa， Phormidium luridumの4積が見られた。 St.2.ー貯湯槽からの悔湯

が地上に・出った微温水域。泉温 38.50C，pH 8.1。 との場所には特殊の蕊類群

落の宮芝生を認めた。 藍藻 Sρirulinasubsalsa， Oscillatoria tenuis， O. 

Cortiana， O. sPlendida，珪藻 Synedraulna v. OXy1叱vnchus，Rhoρ，alodia 

gibba， Cymbellaρ'rostrata， Navicula cryptocφhala，線藻 Microspora

floccosa，接合藻 Closteriumstriolafumの10種が混生していた。

吉田温泉官都線京町酵の北方約 3km.の地tz:(!うり，海抜約250m.の高度

を有し，矢岳の南麓に位する。との温泉場ほ地方庶民の療養地として議連:し

た来落で，ーに昌明寺温泉と稿し，また鹿の湯ともいわれる。泉質はアルカ

リ性決融泉で，温泉水の固形成分締、量は 4.6870gfLに及ぶという。源泉ほ 1

筒所のみで，湧出孔に於ける泉温は 490Cであると聞く。 源泉はコンクリー

トを以て被蔽保護してあるため泉温の測定はできなかった。温泉水は源泉か

ら直接疏湯管によって諸所に詮られて居り，温泉生物相の設建に釘越えE環境

はJ存在しなかった。僅かに導管の一部から温泉水が浪れている所に 2種の~

藻 Chroococcidiojう'sisthermalis， Lyngbya luieaが生育していたに過ぎな

い。糸iliil.890C， pH 6.5。

温泉産藻類分類目録

1.藍藻類 CYANOPHYCEAE

1. APha仰 capsafusco-lutea Hans，g.一一員砂湯 St.1， 45.10C， pH 7.3; 

St. 1，流泉， 47.50C， pH 7.3; St.2， 49.50C， pH 7.3;玉泉館 St.1， 490C， pH 

8.1 ;共同湯 St.1， 49C.C， pH 8.5。日本新報告。

2. Aphanothece nidulans P. RICHT・-一員砂湯 St.3， 490C， pH 7.30 

3. Chroococcus minutus 依.uTZ.)NλG.V町 .thermalis COPELAND一一員

砂湯St.2，溢湯， 460C， pH 7.30 

4. Synechococcus elongatus NλG.V，町.amρhigranulatusCOPELAND一一

民砂湯 St.1，49---49.50C， pH 7.30 

5. Chroococcidiopsis thermalis GEITLER.-一共同湯 St.1，慌湯， 490C，

pH8.5;吉岡温泉， 390C， pH 6.50 

6. Pleurocω:psa minor HANSG. em. GEITLER-一員砂湯 St.2，粧湯，

460C， pH 7.30 
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7. Sρirulina subsalsa OERST.-ーー共同湯 St.2，37.50C， pH 8.5。

8. Oscillatoriα ρrinceρs VAUCH--~!1&l~j St. 4， 380C， pH 7.6。オ三材・

米! の糸1U;;休は筏 30~33μ で‘あった。

9. Oscillatoria tenuis AG.--J!H&湯 St.2，・幽払 460C，pH 7.3 ;共同湯

St. 1， 37.50C， pH 8.5。

10. Oscillatoria limnetica LEMM・一一毘砂湯 St.4，380C， pH 7.6. 

11. Oscillatoria Jovis COPELAND一一員砂湯 St.1， 38~45 . 10C ， pH 7.3。

糸i山本の長さは概ね 100μ以下であった。

12. Oscillatoria sρirulinoides YONEDA， 

nov. sp.一一良砂湯 St.2，出湯，38SC， pH 

7.3。

糸1/J~休は孤立し，他の認知の IHJ K 散生す

る。高11 1胞糸は将~ね短く て長さ 60~300μ 位， 也

市・緩やか君主蝶肱7uく回続を成 しているが，往 k

l:ilK 1同HJ!し或いは11¥作k 芭制服のと とも b

る。首i部に於て慌かK縦れ， l.6~2.0μ の純

生有する。 品[11胞はブ~]Ijであるが蹴ね短く 1

~2μ の長さを有 し， 糸1I!d本の全長κエLって

I"J)I予同大である。 原形質は均11で淡!!f!Z私色を

Y，し，特殊の山1粒左賊するととはない。頂引ii

*[11胞は!f;if! ~jl !lii，tK格 り，特別な控Jr:bは認め られ

泣い (1面1'0

ヱド謀!会 Oscillatoria formosa の ~ii判じ1'1 に

出生していた。甚だ徴ノj、な誌で、基うるから，低

院の蹴大容で検事:iするときは看過し品く ，ま

プζ飾部の経れも認め異1&い。

Oscillαtoγ似 spir-ulinoules
YONEDA， nov. Sp. 

(a， c， X 225; b， X 500) 

13. Oscillatoria sρlendida GREV.一一共同湯 St.2，37.5
0
C， pH 8.50 

14. Oscillatoria acuminata GOMONT-一一玉泉ifr¥St. 1. 48.8
0
C， pH 8.10 

15. Oscillatoria formosa BORY一一員砂湯 St.1， 40~41. 90C ， pH 7.3; 

St. 2，猛毒湯，38.50C， pH 7.3; St.4， 380C， pH 7.6 ;玉泉館 St.2， 32
0
C， pH 

8.1 ;共同湯 St.1， 490C， pH 8.5。優1:'5種。

16. Oscillatoria Cortia仰 MENEGH・一一共同湯 St.2，37HC， pH8.50 

- ()ー
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17. Phormidium fragile (MENEGH.) GOMONT一一四i少湯 St.1， 41.9~ 

4;5.10C， pH 7.3; St. ]，流~í~ ， 47.50C， pH 7.3; St.2，陥湯，460C， pI-I 7.3 ;玉

泉ilI¥St. 1， 48.80C， pH 8.10 

18. Phormidium laminosum (AG.) GOMONT一一民砂湯 St.1， 490C， pH 

7.3; ::1;: ~í~ln 'i St.1， 490C， pH 8.1。

19. Phromidium Corium GOMm汀一一-fft砂湯 St.2， 44~450C ， pH 7.30 

20. Phormidium valderianum (DELP.) GOMONT一一民砂湯 St.1， 49~ 

49.50C， pH 7.3; St.2，海湯，45SC， pH 7.3。

21. Phormidium luridum (KむTZ.)GOMONT一一民砂湯 St.2， 44~49.50C ， 

pH 7.3; St.2，出湯，48.80C， pH 7.3; St. 3， 490C， pH 7.3 ;共同湯 St.1， 

490C， pH 8.50 

22. Lyngbya lutea (AG・)GOMONT-::H長官'r'iSt. 1， 48.80C， pH 8.1 ;古

111i.liiLょiL390C， pH 6.5。

II. 到~ "ii& om BACILLARlOPHYCEAE 

23. Fragilaria virescens RALFS一-]1砂湯 St.1，縦湯290C，pH7.3。

24. Synedra ulna (NlTZSCH) EHRB. var. oxyrhynchus (KUTZ.) van 

HEURCI<.一一共同湯 St.1， 37SC， pH 8.50 

25. Achnanthes exigua GRUN.-一員砂湯 St.]， 38~40oC ， pH 7.3。珪誌

のう ちでは故も多設に探 した。

26. Stauroneis alabαmae HElDEN--.iIT砂湯 St.4， 380C， pH 7.60 

27. Stαuroneis alabamae var. Angulala HElDEN--!IT砂湯 St.4， 380C， 

pH 7.60との鑓種は基本駆と11t生していた。何れも波長 100μ位， ql i~ 27~30 

μで、あった。 日木ii;υiuzF;としては刑者・共に;相内抗告。

28. Navicula cryρtoceρhala KUTZ.一一一共同湯 St. 1， 38.50C， pH 8.5。

29. Pinnularia gibbαEHRB・ーーー民砂湯 St.1，慌湯，290C， pH 7.30 ~波

長 54~90μ。 円本i.IriUit産としてXy門技台。

30. Cymbella trostrata但ERK.)CLEVE--共同湯 St.1， 37.50C， pH 8.50 

殻長27μ，幅 ]2μ。日オ吋jil永IZ:として新報骨。

31. Rhoραlodiα gibba (EHRB.) O.MむLL・一一一共同湯 St.2，37.50C， pH 

8.5。殻長 75μ，幅 20μ。稀iili。

32. Nitzschia recta HANTZSCH一一良砂湯 St.1， 290C， pH 7.3。殻長69

~75 ん帆 5~7μ。 /:1 木imL糸 j主として新報告。
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III.繰 誌劃 CHLOROPHYCEAE

33. Microsρora fioccosa CV AUCH.) THUR一一共同湯 St.2，37.50C， pH 

8.5。 日本温糸産として到刊誌背。

IV. 接令部野 ZYGOPHYCEAE

34. Closterium striolatum EHRB.ー一一共同湯 St.2，37.50C， pH 8.50 f.iij 

記 Microsρorafioccosa と混生していた。出i ll iiÍi休の大きさは長さ 285~353μ，

~h; 42~50仏頂端部の幅 9~ 10μ。 日 本温糸庄と してはJJí'報.L~j 。

35. Mougeotia sp.一一-:J与同湯 St. 2， 37.50C， pH 8.5。 オヰ主主はJ-:.言己 M. 

fioccosa， C. striolatumの2混と混生していた。

36. Sρirogyrαsp.一一 民 砂湯 St.1， tf;~湯 ， 290C， pH 7.3。前記Mougeotia

と同総に接令胞子が形成されていないため，和1'1の決定は不可能であった。

総 括

吉 川油!糸川ーのうち蕊掠!をつ主したのはヂI'iかに京111]"及び古川の 2~I日 糸のみであ

る。 京町詔lAでは If}~:藻 20fili: 2控訴，rl主主主 9杭 1鑓百(，紘蕊1利，接令部3

日1:，令計33和 3縫麗に及ぶ多数が検111，されたのに封し，古Ellil，Viuc於 て は

仰かに 2Bi:の斑誌が見られたに過ぎない。 JWiliの各誌奈良・併につき生育il屯|元!の

I限度及び pHをダくに表示する。

rt~五巨額

i民}i[ 日2-49.50C

pH 7.:':-8.5 

J'J 泌すm
20-40'C 

7.:j-8.5 

~~旬，~~m

:_~7 .50C 

8.1 

抜合主張;1m
2~)-υ7.50C 

京I1ljÿl{Hí~の如きょt較的小地域の調子fK於て多虫Iの若rr掠!を:W提出しl 'ふたと と!ま

花円にもü.する。誌類推落の主主与柿成L\ lif~1í:長J[!!J.止の出liから も ， またiiUIりにも監

誌であるが，~. .1'K末、献体を成すものが多く，就~I=I Oscillatoria， Phormidium 

KJJ~するものが多いと と は著 し く ! l:u:つ。{長占日ーとしてl::i:O. formosaを指

摘 しれj る。 --~此K油!糸拡誌としては判:iJ!ji (I"J td: fjli~釘lが大部分であ り ， またーお?

訴が殻凡 されたととも興味がある。然るに典型I'I"Jti. il~υ'J~Iff~~涼 Mastigocla

dus laminosus Cm-IN は はられない。王 I~誌は抑制』止に於てはがJ 28% を占め

ているにも拘わらや量的には~ilに他誌の 1i \1 i'Zこ混生してい るlY-.1立に過ぎない。

尚珪球・紘訣・接合誌の'Hl5たが認められた場所は，降水その他による淡水の影

~J!. を交け易いも の と忠われた。
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本報告により新に日本産温泉植物目録に加えられるべきものは藍藻2種

噺種を含む)，珪藻4種 1饗種，続藻1種，接合藻 1種でるる。

附記本稿の完成したのは 1941年でるったけれEも， 格戦前後の欣況の

下に護表の機合に蕗まれ1j:かった。営時格別の援助事と賜った思師i小泉源一博

士に封し満腔の感謝を捧げる。また研究費を柿助せられたその頃の帝閤串士

院に謝意を表する衣第である。

R白ume

Miyazaki Prefecture is mωtly occupied by也e. Mesozoic fo即時，ionsand has 
a smaIl number of b抗日iprings. 1伊国us.rocks，however，釘edistribuぬdin the 
sou也 wes句!'n開抗 ofthe district，阻dwe have several hot springs in the valley 
amongM:創出ihiIls Iyingもothe north of Kir油加avol捌 .oes. 恒 esehot sprin伊
form the so唱lIedY噛 idaHot Spring Group including Ky，δmachi， Y，吋rlda，
Kannon， Kaminari， D必o，Kamezawa， etc. 

The writぽ凱lrVeyedalgologicaIly也esehot可lrin酔 inApril 1941， and found 
tbeir thermal vegetations，凶awhole， were rather poorly developed. The泊.ern'lal
alg踊 weregrowing only in the two hot springs of KylδImachi and Yω凶nda.
De匂cting也ematerial， he was able 句 identify33 species and 3 varie'討倒 in
a1l， including 22匂'anophy，ω叫 10BaciII泣iophy，偶蹄， 1 Chlorophyωae， and.3 
Zygophyl伐鵬・

In Kyomachi (simpleめermaIs)首lewatぽ temperaturewhere the algal growth 
W凶 obsぽ vedranged from 290C句 49.50Cand its pH from 7.3 to 8.5. Al1 36 
plants were found here. 日epredominance was represented by Osculαtor伽
formosa. In Yoshida (伺rbonatespring)伽 th凹 nalal酔 lgrowth was found tο 
be very poorIy developed and only 2 speciωof Cyanophyceae (Chroococc姉 :opsis
the円nalぬ，Lyngbya lutea) were ob圃ervedgrowing in water at tempぽ ature
:.l90C and pH 6ふ

A list of世1e也ぽmalalgae was given. By the present. research 7 species 
and 1 variety wぽ enewly added to也.eJapanese thermal flora. They were as 
follow宮 Aph仰 ocαpsafU8co-lutea， Stauroneisαtαbamae， do・var.angulωa， 
P伽側lariagめba，Oymbell，αprostra叫 Nitzschiarectil， M伽・osporaftoccosa， 
Closter伽 nstriolαtum.. And a new species of匂担.ophyc伺 ew:凶 alsodescribed. 
To鴎:tisfythe IntE控nationalRules of Botani伺 1Nomenclature， the short diagnosis 
of the alga is given below: Osculαtor伽 spirul.伽oidesYONEDA， nov. sp. Tri-
chomatibus brevis，' usque ad 300μlongis， pJ，四lmquein spir;倒 laxasirregulares， 
raro flemωis vel rectis; ad genicula leviterωm恰ictis，] .5-2.0μdiam.， apicibus 
non attenuatUl ;田Hulisquadratis vel bre計oribus，1-2μlongis; pro句'pl偲 mate
homo酔 neo，ad geni回 lanon granulato， sub儲割増'in，似!O;cellulis apicalib四 rotun-
da也， ωlyptranulla. (Fig.) 
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本邦及び;出来産干ン クザサ属の種類に就いて (I) 

On the sp巴ciesof GeJidium from Japan and its vicinity (I) 

i前i木紀 9J徒

コド邦産テングサ鹿の分類接的研究は)19341:1三故岡村博士により「本邦産て

んぐさ属及沿ばくさ鹿ニ就テJ(水産融習所報告，第 29巷，第 2iJ仕)と!題ナる

論文により初めて 13誌記載され，翌年又「叢i湾産テングサ類に就てJ(日本

製術協合報告，第 10傘，第 2蹴)の報告に より6種，更に 1936年強行の「日

本潟謀誌」に於て 16極集録され， 詳細主主闘譜と相侠ち ・臨まとめられた

他は，二，三の本邦謀主J，ii撃者により僅かに報告されたのみである。

拾に於て筆者は，既に三，凶年前ーより寒天原藻と して最も重要注る本邦及

び近傍産テングサ廊の前知及び殻生に就き敢えて研究調査を行い，今迄に行

われた研究に再検討をJJIIえていた底， 本邦産種24種を数え， その中本多fi新

産極 10極，新庫 1種に建し，従来の研究に多くの不油蛍怒る見liを認めた故，

今後順次訂正してゆきたいと思う。猫詳細左記載等はjなって三重j際立大息報

告(臥文)に後友ナる議定である。

従来本属に於ては， 休 ・ 枝等の外形的君主万三![k7j~分類上の特徴とされたが，

筆者はその他内15日的構造に於ける皮居の数と，根紘糸の分羽fj!伏態を分類上韮

要怒るqミ?殺と考える。蓋し複雑難解友るテングサ届出〔多少の疑醍iも今猫存し，

今後の研究により幾分経更をみるかも知れぬが， 本}R~ の護主iLr..幾分な り とも

正確度が士宮 し， 分類率的研究上幾らか貢献する鹿があれば，筆者の望外の菩:

びとナる所でるる。

本研究に首り ては山間教授の御好意により ，多数の外図標本をと精査させて

いただいた他，北大及び米間加州大息κて大接f貯蔵の多数の標本，文献等を

拾する機合を得た結果，現yjく判明せるものが多い。又華i趨基隆水産試験場の

奨恭土JJ:(KUNG-CHU F AN)氏は向上也産の貴重なる標本を筆者に忠、迭され，又京

大本田教授及び北大関係の時間，i!相川， 問中，中村各博士，長谷川率土等は

多大の便宜を興え られた。ととに山田博士は じめ，上記諸氏に)享く感謝の意

を表する次第である。

恭 三重県幸広大拳水産撃部
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14 詰!ii ifJi 第 2~ 賀~ l~}R IIWj:U 29年 5月

衣に筆者の研究調査により，本邦及びその近傍に産すると思われるテング

サの種名 24種をー肱ダくに表示するが， 今後の研究により多少鐙更ナるかも

夕、nれない。

(表中州印のものは新種， 勺:IJのものは本子11新産砲であ る。)

1. G. amansii Lamouroux 

f. typica. OKAMURA 

f. elegαns OKAMURA 

f. elatum OKAMURA 

f. teretiusculum OKAMURA 

2-:マ. G. cartilagineum (LINN亭EUS)GAILLON 

.'3*. G. corneum (HUDSON) LAMOUROUX 

var. s sesquiρedale GREVILLE 

var. rρinnatum GREVILLE? 

var. o pulchellum GREVILLE 

var. e clavatum GREVILLE 

4.' O"crinale (TURNER) LAMOUROUX 

5. G. decumbensum OKAMURA 

6. G. divaricatum MARTENS 

7長 . G. elegans KUETZING? 

8-"'X'. G. incurvatum SEGI 

9. G. jaρonicum (HARVEY) OKAMURA 

10~ ; G. johnstoilii SETCHELL et GARDNER 

11. G. hntaroi (OKAMURA) YAMADA 

12. G. linoides KUE寸ZING

13: G. paci ficum OKAMURA 

14*. G.タolycladumKUETZING? 

15者. G. JうolystichumKUETZING 

16後. G.ρulchrum GARDNER 

17後. G.ρulvinatum (KUETZING) TnuRET? 

18品 . G.ρurρurascens GARDNER 

19. G. pusillum (STACKHOUSE) LE JOLlS 

- 14ー



瀬木: 本邦&0:.近傍産テン グ苛f{，']iの砲類に)，，¥:'v、て (IJ 15 

20"¥G.ρ'yramidale GARDNER 

21. G. subcostatum OKAMURA 

22. G. suザ'astigiaiumOKAMURA 

23. G. tenue OKAMURA 

24. G. vagum OKAMURA 

(1) Gelidium johnsionii SETCHELL et GARDNER 

New Mar. Alg. from the Gulf of Calif.， 1924， p. 742. pl. 72，73 and 46， a. 

休は強靭lにして紘献を呈し，扇ヱl三，5 . 5~8cm 高く， 主llilhの中部にては幅

2-3mm， )享さ 310-370μ b り， 三~部は急;に細 く ，上部へは順北品iO く， 不

規則に分岐 して民間するも ，上部は多少羽JIJ¥K分岐し，校はj催木版に屈曲し，

根棒JI.大の最末ノj、J支を封生に早校生す。 小校の先端iぬ;往 k二叉又は三叉ナ。 1*1心

部組織の*Hl胞は困又は特1¥1IJ診をなして散在し，大きく，大えにるもの 26x29μ， 

小君主 るもの 16x18μ 位あり。 根級糸は1*1心組織の外居KI主|塊を主主して桁集

し，中心部にては散在 し， 筏約 6μ 位あり。皮居は (2)-3-(4)居より成り ，

4x7μ位の塊形を主主せる車iil胞より成る。 111I分胞子設は最末ノj、校の]頁端に}}日目li

を友して多数集り，十字欣棋に分裂す。袈;!:jミは最末小;枝の]宜端下に 111日又は

Fig. 1. Geildiu叩 johnstoniiSETCHELL et GARDNER 
× 巴aを(五島産)• ..，:: 
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B 

Fig. 2. Gelidiur犯 johnstoπiiSETCHELL et GARDNER 

A.枝 x1.5 
B. 1;本の縦断面の一部 xl00 

C. 四分胞子托 x 15 
D. 怒果を有する汲末小妓 x 15 
E. 援呆の縦断面 x 15 

2 {Im*促に生じ，雨I百に形成せられて可怒り大きく ， 楕凶形\í::l.主 し，雨聞に II~

れ，内部は2室より成り ，胞子屠は中軸の雨側に形成せられる。果皮は胞子

唐を蔽うがlく隆起し， J;県皮と胞子唐とを結べる多数の paraphysesibりて胞

子の中部と漣結T。果皮DI告k中火部に各 1伺の小さき隆起せ7ざる小果孔を存

ナ。質ほ*m々 硯き軟骨質友り。色はi良き赤紫色をと呈ナ。

- 16ー



議木: 本邦及び近傍磨テングサ周の積類に就いて α17  

本種は光揮のあるとと，主枝より小初枝を草野生し，特に麓県を有ナる小羽

枝は往々密集するとと，体の扇子友るとと， 皮唐は 2-4唐よりfj:る鞘等の

特徴を有ナ。

肥前園五島産(山間・中村氏採集)及び蓋潤犬旦・基隆産(問中氏採集)の多

数の標本は何れも本積に属する。前者は四分胞子体であり，本種の原記載及

び、共のpl.73と一致し，又米岡産標本(Gulfof Calif.，∞11. det E. Y. DAWSON， 

No.1941)とも全般に符合する。 後者は嚢果体であり，主校より麓果を有す

る最31ミ小枝を草官、集ナ。内部構諮に於ては2唐の皮唐より成り，根様糸の分布

般態は上越の如くでるる。 本標本も原記載及び共の pl.72及び米園産標本

(Gulf of Calif.， colI. det. E. Y. DA WSON， No. 471， 532)と一般的に一致ナる。

猶此の米岡産標本に於ても皮唐は2唐より成り，根様糸の分布AA態は前誌の

標本と同様で、るる。

(2) Gelidium kintaroi (OKAMURA) YAMADA 

No回 on馴 neJa戸neseA1g:叫医 (1941)，p. 201; FAN， Gelidium and 
Ptero巴:ladiaof Taiwan， 1951， p. 12， pl. 4， fig. 1， Text fig. 7. 

Syn. Gelid伽 mc1，仰 atumOKAMURA， ホ邦産てん<.さ風及びおぼ〈さ嵐=

就テ (1934)，p. 47， pl. 28， 32， fi伊・ 4-6.

岡村博士ほ湯湖島産及び底門産標本を基とし本種を創設され，上記の論文

pl.28に於て前者を 1，後者・を2と記して示された。 然し乍ら筆者は此等の

原標本を精読した蕗 2者は別顧とナペき結論に建したので，ととで今迄の

混同を解明したいと忠弘

(a) 穆湖品産標本に就いτ
本標本ほ雌性体にして，計i々 硬き軟骨質にて，主校は庚開し，小羽校を輯

生し，光揮を有し.内部構遣も二屠の皮屠よりなり，根様糸は中心組織の外

屠に輯に闘塊をたして存し，明らかに此の標本は前記の G.johnstonii S町・

CHEI.I. et GARDNERと査定すべきものである。 叉本種の加州産標本 (Gulfof 

Calぜ.∞11.det E. Y. DA WSON， No. 471， 532)と全般的に吻合する。

事鵠の撲(FAN)氏は同地の興化防から石門にかけてのもの(l.c.pl. 4， fig. 1 

には老栴産のものを示す)を，岡村氏の器湖品産標本と外観.~1似すと記して

いるが，筆者もその様に思惟するロ l肢に此等華潤産のものは G.kimiaroiで

たくて， G. johnstoniiとすべきでるる。又同氏は淡水産の標本をテングサ属

の総ての憂鱒産の駆と明らかに匝別され G~ corneum Lmx. v. latifolium 
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18 話転 車Ii 第 2~岱第 1 披 IIj!，;f;n 29!op 5月

GREVILLE又は G.latifolium (GREV.) BORNET K.類似すると辿べているが

(l.c. p. 16)，主任者にも淡水，基隆庄の此の，際本乞法られたので、精査した底，之

は上記の GRERILLEや BORNETの加では放く，之も G.johnstoniiと指定ナ

べきものとjtJ附:ナる。狛筆者は G.latifoliumの記11事及び1，¥.，¥1(GREvILLE， A1g. 

Brit.， 1830， T、ab.XV; HARVEY， Phyc. Brit.， vol. III; 1846-51， pl. 53 (191)， 

iig. 3; FELDMANN et HAMEL， Gelidiales， 1936， p. 245， Fig. 25)の他， 1歌初、|庄

標本(Banyuls，medit.， Mazoyer; Fort de la cote Se Serum)をも粉夜し件た

が，G. latifoliumは二，三の主校にのみ分l岐し，脳氏き視棒i伏一披針 )1犬のi交

を友し，小校より刺01たの小初枝を規則正しく針生にg三十るも， G. johnstonii 

の休は分岐多く，前者t't校はl隔日々 くなく てお11:長く延び¥且どちらかと言えは、

不規則にi泣末小;(:えが凶塊Eどな して特集する。納内部品;ili'1:於ては前者-は 2府，

後者は 2~4)奇の皮j昔前H胞より成る。

(b) 医門産棋本l乞就いて

木知本の休は扇ヱv-にして羽)1えに分11皮し，校は不規J1iJ陀五三|ミ叉は羽生し，甚

だしく民間し，1:~Y/Mは鈍 li\1 なり。:11止 31<'1、*れま担棒)!たのノj、*主の先端~K. どく少な

く針生にI:Uナのみ。 11史ft，尖端的く，計j々 赤色 を帯び¥ 下部はERく赤梢色を

Fig. 3. Gelidium kintαroi (OKAMURA) YAMADA 
×ω Type specirnen (既円売j
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瀬木: 本ヂIS&びjl工傍j雫テンタサ腐のfc.Hf!i1こ就いて (D 19 

A 

Fig. 4. Gel'i記iutmfcinta?"oi 
(OKAMURA) YAMADA 

A.枝 X 1 

B. f;本の横断面の-';i11xIOO 

示ナ。 主Í!~~なる 44・徴のーっとして内部

株主主は一居の氏陪和I\ ij包 (短11~ をなし 7 x

4μ仕の大さ)より成り，根本長糸 (5μ位

の筏あり)は政府と 1:11心部と の間VL集

合する。 1:1-1心部市111胞は 25x 18~ 1.3 x 10 

μ 位にして ll~itナ。本析は G.com eum

LMX・var.ρinnatumGREVILLEの言医院

やl劫I(TURNER， Fuci， 1819， vo1. IV， p. 

146， fig. d; HARVEY， Phyc. Brit.， vol. 

III， 1846-51， pl. 5.3， Fig. 1; GREVILLE， 

Alg. Brit.， 18.30， Tab. XV):及びその外

間模本 (Herb.Lenormand， commu-

ni印 t.ex Herbario Lugduno-Batavo， 

Genes)ともまf!似ナる ので，或いは該設

では主主いかと，目、われるが，皮居は完全

にー居より成るJ]C， ~Rfí~糸は 1-1-1 心部と

政府との1111に散布すーる却，percurrent 

axis 友き羽ii，尖山市民TJfJナるG:trの掛から

見て，G.llIntaroi (OKAMURA) YAMADA 

なる粧として記ナも可ならんと思われ

る。然し¥l1li-枚の原総本にて柏k不確

宜主主る思llは克れ念い。納紫(FAN)氏は

l.c. p. 13， pl. 4， Fig. 2 rc:示せる Geli-

diumsp.を&門産J荒木!'C$<f.!似すと論越

するも，同氏の記載及び1;.:;;1(l.c. p. 15， 

Fig. 8)から判断ナれば，之は 2}量の皮j昔前u胞より成る司九“rigidand stout" 

である型~i，休の倍1il: J享き弘'i (500μ， JぷI"J庄棋本は約 224μ)より考察して，反

I"J産桜木とは異怠るものと，lU、われる。
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微 細 藻 類 の 砂F究とその臆用

:1Ii~' ， • .J;!， 
IIX 1.&: 

c.... 
T己

C I&~反大祭生物皇官敬室〉

T正藻， l限毛謀， 双1版部， 珪藻，接合誌はイI1jれも顕微鋭的危徴主i l\~長剣である

が，続部.l!Ü\ilhi挺， 初予点， 紅謀は将~して大型のものが多い。然 し紘1~， tc誌
にも微*iHなものが少主主くない。ととで、はi14近!f;):K研究の盛んにたった]jk:謀及

び紘藻の微志illt.主ものについての研究及びそのl削¥-]について述べたいとJ目、 う。

徴主il¥菌類といえば古il¥菌類を始めとして鑓'JI:b菌，部菌剤，設子菌類，拾子菌

類勾;があるが，系統摩イt':JK見て品iI¥菌結!と諜球数，部商業nと紘誌類はその形態

及び生地法に於て制めて類似のぬli多く ，ある1主知に於ては色素の有無のぬli以

外でばl亙別 し特がたい場-令が少君主くない。イタ;1]えば]:~:誌は品il l1昼、i と 同じく核を有

せサコ二分裂によって主芸術ilし，共に胞子を作る弘11jに於ては全く 同様で'ただ'1!:f.:誌

に於ては，葉秘素，JMf.謀議，紅m素等の色素を合む見liのみが品川菌と異怒ってい

る。とのように微制~iが!と微制球!Jijl とは色素の有無の具It.り をと除いてはお1似

の思liが多いが現在までに人生に利用される出11に於ては前者は後者に比して格・

段の差がある。例えば微細菌剤についていえば，ス トレプマイシンのス トレ

プ トミセス菌，ペニシリンのぺエシリウムWJ，1:1本種のかうち菌，ビーJレの

酵母=菌~:rr;何れも 人生に深い開係があって立派友工業として大規訟に埼養され

ている。 ととろが微細部数については，今までに殆んど研究が進められて公

らや， 従って工業的に生産されて人生に利mされたも のは対んどたい。との

ように微制球葉県に附する研究がたくれた迎山の一つは誌が!はそのほ義に|捺し

て光線を照 して茨般同化を行わしめる必裂があるぬliでとのととは避だ簡単の

ようではあるが極めて大きな問題で例えば，研究室に於て大企の球体を得ょ

うとする場合ですら甚だ困難をl惑やる。まして工業的生産については，菌類

の場合に比して絡段の因調lーがi象恕される。

ととで・云いたいととは， とのように微制球制の研究及びその利mが困罪fhで

るってもとの剣の研究K~討する不断の努力が，今までに徴主11\菌類が人生に貢

献 していると同じ桂皮或いはそれ以上の成果を)!守・3l~我々にもたらすのではな
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i皮泌: 微細部矧の研究とその際1日 21 

かろう かというととである。とのよう友 ととは，賀際に研究を進めて見なけ

れば判ら主主いととであるが，今でもいい特られるととは決酸同化作用に関係

のあるfr¥柄で今後，我λとの研究を要するととが1出るとすれば，徴主m藻釘!が菌

類に優った研究材料となり作るととは111]違い君主い。例えば，最近各地で研究

の進められてい る「微生物による光合成の工業化」の問題は，との誌類の枠性

を手IJF1iした研究課題といい得られるo-:j，くに設IUlの使立」二，紋初!1:.紘誌に卸する

ChlorelIa について地ベチくに25中安素固定能を有するH}~誌についてた!!;ベる。

近頃外国雑誌に ChlorelIaに闘する記事が見交けられる。 1yljえば "Chlo-

relIa as a Source of Food" の虫nき題目マ，一寸考えると他に食)'IH乙主主

る杭物が揮はlあるのに何も Chlorella をわざわざ食わ左く てもとい う感じ

左抱かれるととと思 う。 ChlorelIa は淡水産の微前i1 t.í:雑誌で・大きさは 2~

~10μ 位，組めて丈夫で繁航力が強いととろから古くから生理型的の研究材

料に用いられて来た。仔lほば呼吸作rli，茨陵同化作用等の研究材料として賞

用されていたが， :l政近は次にのべるごーつの五1¥rllから之を食用に供する研究が

行われるようにたった。その第一の辺i!.rllは ChlorelIaは太陽のエネルギ{を

他の将l物に比して著しく有効に利用するとと ，銘二の到tE11は Chlorellaは蛋

白質及び!脂肪-の含有}~:が331需で・あるというと と にある。先年エ ュ ー ヨ ー クで

聞かれた米闘化製台第 75同年記念式典でハーパ{If大型z総長 J.B. CONANT 

博士は「太陽エネルギーは近い将来原子エネルギ{をしのぐ7さろう」 と聾明

してい るが，太陽からのエネルギーがー休どれ税地球にやって来るかという

と，東京附近では 1m2につき 1年聞に 1，500，000Calで るって，我々はと

の太陽エネルギーを利用するととに於ては ， 甚だ幼~'H~で能率がNl，i. く， 未だ全

く原始時代たると とを克れていない。 即ち我々は知w作物を杭え，作物が太

陽光線によって光合成を行い，その結果出来た牧礎物jを利用ナるのであるが

1m2の地而で 1í;lli ~1三に符られる牧磁物は持活 l ，300~2，OOO Calで るるので

1箇年間の日光照射 1，500，000Calに比すれば艇かに共の千分の一程度であ

る。我々は牧穫物の増牧をほかり ，太陽エネルギーの利用率左前めるととに

努力を重ねて来ているが，作物の増JIえによる利Jlj率の向上は現在に於てはそ

の制限に主主しているかに見え，放良の場合といえども，千分の五以下の程度で

ある。 ととに於て， lli近問題になって3\'~たのは従来の作物と全く 別研ーの単品ifI

胞子主知即ち rChlorellaJを太陽光線によって晴義 して， 太陽・エ ネルギ{の利

fI1~容を高め よ う とナる研究である。との研究については， アメリ カでは l玩に
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全図的主主綜合研究の準備委員令が結成され，シカゴ大息数授R.L. MEIER敬

授が幹事として大規枝元主祈動が刷始されている。日本はZ年ら，徳川生物事研

究所の悶宮岡敬授によって研究が匙められている。アメリカに於て;最初に

Chlorellaが食料問題のま:.rpx?tとたった動機は 1944年にスタンフオ{ ド大製の

R. PRATT敬授が Chlorellaを多量崎務してその涼休から， ペニシ リンのよう

な抗菌性物質を:hlJl:Uし， とれにクロレ リン (Chlorellin)とい う名郡佐つけた

のに始まる。官験のす:-MMk，との物質の抗菌力がペユシ リンに上ヒベて弱かった

ので利mされるに至らなかったが，クロレ リン11111:1-'.の残物の分析を行って，

蕊休が蛋白質及びII行肪に7;?むと と を見 I:I~， した。その後， スグンフオ {lr大与L

の H.A. SPOEHR tI~l 土Id: Chlorellaをと極々 の培誌イ附LIーで士号接して， 予定素ib~[ を

豊7:?にすると蛋白質の合ii;ーが増え， 予長素を似と乏j伏態とするとII日肪の合主‘の増

加するととを見出した。蛋白質の故大合設は乾燥設に於て， 'tfに 88%にも注

し， )脂肪のそれは 86%にも:をしたので，ととに Chlorellaは蛋自費孤及び脂

肪資源、 として |止の注目 ~浴びるととになった。とのクロ レ ラ蛋白隠その成

分として人11klの柴誌に不可般のア ミノ限12却ーを含んでいるのみならや，lf( 

要主主ビタミン~J[をナベて含んで・いる。又脂肪は自動車のボディの塗料， 又は

石鹸の材料として灯犯包で，食料としての利用方而も研究されている。

Chlorella晴誌に闘する外国及び日本に於ける現JIたを並べると， Massachu-

setts州 Cambridge市 ArthurD. Litt1e litl:1'C於ては Polyethylenetubeをm
い， 3，000ガロンの多全開誌に成功

している。 1日に ]01j:f峠7えるという

高度の繁航率によってその生庄町も

近い将米に1吃燥jit]pondにつき 25

cent;f主j立に主主るというので・粧yjl¥U:.

の採算の取れる 日も泣いと考えられ

ている。との研究は米|或|の他I'C，英，

~!l\l， T足J， スエ {デン，ベネズエラな

ど各閣の感者・によって主任んに行われ 屋上に於ける Chlorellat事務弘前ー

Polyethylen巴tubeを)11ぃ3，000ガロ
ている。日本の研究も合めて各図の r 

ンの略援を行 う。

研筑成果が最近，カーネギ{研究所 (アメリカ A.D.Little祉に於て)

かられAlga1Culture"という題のモノグラフとして殻表された。その内界は

;j(くの如くである。
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我が図に於ては前記任l官数授及び協力者の野力によって ChlorelIaのマス

・カルチュアーの研究が進められている。最近は ChlorellaelliPsoideaを

刑い，培養液I'LHutner液及び ETA(Ethylene diamine tetra acetic acid) 

を添加するととに よって， 極めて良好た改育を見るととが!:H来た。すなわち

;情義国'fj1i1m空首り 1EI 10~20 gとい う従来の供以上の収率1，c母げ符た。あ

る埼義僚件では 1年間j1エーカーについて計算ナると 15tonの牧itとなりと

れを米の場合の1.8ton，大豆の0.5句nに比較すると蒋し く多いと とが解かる。

以上の如く ，ChlorelIaの量産及び涼IJmの研究が踏んに友ったが， 微志il l ~~~罫i

による光合成の工業化がが将来世間化の域に建ナるには，前[詮に幾多の問題

が残っているので，或る意味からは現在やっと研究が絹についたといい符ら

れる。然し，研究者も数多いとと故，泣い)1守米には何等かの見透しは刊られ

ると ととj目、う。

空中詫素固定を行う微生物は殆んどI星i抱'1に民し， 誌類iではわやかにm~誌に

認め られるに過ぎない。 EE誌に主 ~þl ~空素固定の能力のあるととについては，

PRINGSHEIM， MOLISCH， DREWES， ALLISON， DE 等が*iilï~討を含まね完全純粋

埼廷について詩明し，その後 BORTELS，FOGG， BURRIS @!'Fの探索固定能に陪l

ナる生翌H化事的研賓が行われている。

筆者・は昭和 16年以来， 南方部地域の7KITIからが1600の試がlを採集 して昼

中探索固定性車誌の分布を訪日jベ，10 ~立机の固定性斑誌を分両11 しずム その 1=1=1 の

回定能の弧いも の3t~n を京i il ßl;i を合まぬ純粋士号誌になし作たので， nlli旅とれ454

wA主張の!m射式♂ンク:1:1'f養袋ile (聖護活l研究令研究所に於て)
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主主 ~I'窒素|宣1 ).主総を有する礎部

Tolypothr'ix temlI8 
x200 ポルネオ産

空 ~I'議素|劃定能を有する 1~~浪

Anαbαenopsis sp. 
x200 スマトラ産

の藍諜について生llll化塁手 I~I '~研究を続けてきたが，一方応用的見地からとれ等

斑誌の水稲の生育に及l缶、す影響について質!除を行って3¥(た。質験に用いた!fllE

~':$はボ Jレネオの試が|ーから分両!Iー した Tolyρothrix tenuis，パラオの Calothrix

brevissima及びスマトラの Anabaenoρ'sissp. であ る。 之笥;の !fi1~誌を無安素

培養液(貸手二:燐酸カ11旦0.3g，硫般マグネシウム O.2g，境化カJレシウム O.05g，

境化笹~痕跡， 蒸i市'/71\. 1 R-)に培まをする と安筑中の遊古!I窒素を養分としてE15んに

生育ナる。 昔日室で、:Eflf氏250

Cで 2箇月増義して分析すると， それぞれ100cc

の培養液につき5.2l11g，3.4l11g， 2.1 l11g の進出!I~輩素を回定するととを認 め

アζ。

我が図の71¥.間の而t'tは約 300~'i!; IIIT歩あっ て， その ':1-' の 1/3，すなわち 100

前 I1ITil止は椋聞でdうる。とのi品 EFI はれんげJ!fiの~1~鼎菌によって輩素分の布n給が

でき友いので，幸三諜回定能のあるi!iお誌を利用して米の増牧の効果を得ょうと

いう わけであ る。 i筆者は Tolypothrix及び Calothrixを稲の水耕及びポッ

ト栽培に作用せしめて，その影響を調べた。ナ主主わち，昭和 1151三沓岩間植物

生珪i1イヒ恩z研究所(現柴山研究)列)の屋上でフ'1¥.lriI(1佳羽 132!iJJ~) の水耕栽培に使

ったとと ろ 3~うJl恨の も のに比べていすコれも草丈は高く，和(Jl&の増加するとと

が見られた。さらに1'1'杭土 (荒JII1'i'杭土)をつめたポ ット栽上告に沿いても同

様の結果を得た。との賀験結果は更に追試の必要を認めたが，戦時及びi出後

の諸般のj伏勢ほとの質験の檎紅iを許さなかった。 昭和 24年に主主り， 農林

省農業技術研究所の阻垣千jf-弘官及び高f:FI秀夫氏によっ てlli告もが行われ，

前 2fif(の臨蕊1，c接訴すると，稲の生育や窒素吸収量が1り1らかに増加すーるとと
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を認めた。尚回垣氏は韮筆素 N15をとmいた11験の結果 Tolypothrixの最高室

素固定金主は反首り 2.5kgであるととを推定した。

~(lC ITIlI場試験については， 農林省北陸農業試験場の小凶千賀三技官が試験

場構内のhll!f.劫で・各匝 6.25坪の 4W':!i1Jの試験設計で・賞験を行った。 I:J:I面水の

pH fil立を控える目的で炭カ Jレを反首り 60貫撒ギriナる匝も設けたが'J!l!験結果

は弐表の如くで、あった。

よγヱヱ|
望書!!~!

害時石灰
接'f;1!

石 }IFi. 
滋!!~!

接拘

11自手U25 &:p 

ワラ illl玄米盆

(l'U 石j

124.5 2.25 

125.9 2.29 

Ul4.8 2.37 

131.1 2.57 

日目手1126 &:p 

ワ ラ 霊 |玄米盆

Ci'U 石)

107.1 2.32 

105.2 2.24 

]24.2 2.58 

122.6 2.83 

との結果を見ると1If'l%U25!Olエ及び 26!O l三共に非l~石友のときはEfÆ誌の効果は認

められたいが石次を使うと，斑誌の影響が現われて玄米牧fllが封照に比べて

;増加l した。石次を依うと効]，I~の現われるととは ， 石次によって町商7Kの反I.~

が徴アノレカ リ 性と主主り ]il~~J~がよく繁殖するためと考えられる。

|市l場試験についてはとのほかに I~:I 閤，四囲農業試験場の平野俊技官が笠験

を行い Tolypothrixが稲に効果を及ぼナととを認めたが昭和 27年度以降は

農林省改良局の援JlJJの下に各地の主た造事試験場及び二，三の大串農J製部κ

於て比較的大規松に研究が進められた。尚叉，京都大壊の奥問京教授は麗藻

による地力増進の問題について十数名の協力者の共同の下に研究を進めてい

る。藍誌を7K.旧にl庇mナる研究は我が閣の創意なので，タト困に於ける文献は

なく，今後我が閣の農業|姻係の研究者の努力にml侍するととろが甚だ多い』

東蕊は昼中予算.素を7K.に熔ける化令物lC鐙化する能力を有するが，との化製援

化に要するエネJレギーは結j可，光合成を介して太陽のエネJレギ{が利用され

たのに他ならたい。資源に乏しい我が固に於て， 太陽エネJレギーを少 しでも

有効に利用する とい うととは有意義主主と とで，微市iU藻類の研究はとの見地か

らも今後大いに殻展さすべきものとj目、う。

- 25 



宮城燃に於ける海苔養殖の沿革について

小野寺 弘

木j服係に於ける?前布:苔3義主殖は丁広今か

ら百主年lド三前の安i政i比文元主年lド三完宋筑;主t1刊Wイ引仰仙IJ山11汗削iの?栴伝産物

商猪狩狩t新兵?術;i品信;Z情!号I氏が江戸の大3殺1条長で、?抱紅苔

の義殖と製製浩のブ方7法を習f紅刊1与lしい， 筑イ引仰仙J¥山11 l 

?削付i尚母に於てナラ を附

建込んで.行つたのがi故!戊立げ干初巧で、あある。営

n寺同じ気仙沼の入居1{/:13金兵術氏と共

同で諮殖の経営に首ったのであるが，

最初の 3n自主|三は全くキIJ11書をあげると 猪狩 fi1
'
I'f~j: 

とが出来t'd.かったので，江戸大萩より熟練者8名を招き現地で11¥僚の指導を

受ける念どTA:々 努力の甲斐あって 4年|三lより設分の利主主が見られるに歪つ

- 26 

tc.。その後猪狩氏の指導により逐;1;，く

湾内に於ける海苔言説iu業者・もj肢をと増

し，製ll古も増加1したので，航|任旧E日l氏は

f引仰仙|リ山JH主京主長a泊布:苔の4ぞ名TE1稲で

が賢行はあまり好好-ij調r，周7司jで、2訟主かつ7たζ。

ととに興味あるととは後に名前を

浅草海苔と改めて版資 したとと ろ意

外に賀行よく，明治2年からは東京

の海苦渋j人が直接現地で仕入れるよ

うに怒 り，秋問.1-1-111ヲ・北海道方面か

らもあl~(k 注文あり明治 4 :'1三頃よ り

養殖販~~ とも 1i\9f く地について来た。

本jl孫悔苔養殖の先ft者猪狩tfr兵1i'l'ij氏

は又~t11 1J 1{ì塩聞の |片j型さにも 力を注い

だが，明治 10:1'1二60歳で現した。気

1111沼沼lの誌殖業者は猪狩氏の徳注額

して筑仙汗ji'!'i内iJirlllりJIIJ;';fに猪狩ilflll枇を



黒木 : オホパモクでウナギを主liる 27 

建て氏を配っているが，本邦11住ーの海苔の話11'棋で』うろう。雄勝越の海苔養殖

は明治 5年同地の山下院蔵氏に始ま り，松島i皆 .ti~石HIJ ・ 女川越に於ては明

治32年よ り42年に至る1MB際水産試験場の試験指導によりその養殖が初めら

れ， 共の後業者と試験研究機闘の努力と精進によ り海苔漁場も瞭大され木J採

は前:苔生産!際として年間約 6，000j皆川丸 26，000高闘をffiし， 企図屈指の位置

Kある。 ('，.;!;城県系水産試験場朱1111沼分揚)

オ ホパモク て、ウナギを 存Bる

県 木 主主 尚

札帆から!臨釜K移り ，松.日l惣をあちとちナlJでtJ;ーさ廻るよ うに友ってから 3

~I'Õ.K. 怒 る。 i鰐内 を舟であち と ち してい る と ， 大き 2主柄を もって大きく休を動

かせウナギカキをやっている人，又竹筒を沈めてウナギ折Iiりをやっている人

にj翠ノセ出遭 う。 ととろが11立近にたっ

てとのウ ナギ有Iiりに海誌をf克ってい

るのを遮i得乍ら知った。或いは他所

でもとのようなと とは行っているか

も知れないが，私 としては初めてで，

ウ ナ ギ布Iì り に~(Jriii[ を イ克っているとす

っか り姑 しく怒 り加介する::7Z第であ

る。

ウナギ捕りに海部の何を使ってい

るかとい うとホンダワラ科・のオホバ

モク (SargassumRinggoldianum 

HARV.)である。 ニi二地の人はシシモ

と云っている。松島避で、は越口， i時

タトに生えているが，とのオホパモク

を採って き て， 目方にして 1~1. 5 :買

一九 一 人 一 一‘ 一九一 、

... '" 

位を束ねてその1個所・を料IIで締り，海に下げる。之にウナギが入るのでるる。

- 27-
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とのオホパモクを束ねたものをウナギド又はボグと云っている。とのボグを

海に下げる松島i母はその 8-9割がアマモの生えている諜場であるが，ウナ

ギ捕りをやっている人にきくと，とのアマその生えていたいj珂ではウナギは

ボ、グに入らたいと云っている。ボグの下げ方は|百lの通 りで，竹のi手にボ、グの

縄をしばりつけ，又竹-の浮には流れない様に石の舗をつけてjなく。又浅いと

とろでは浮，釘tを使わや，竹を海の底に押し込み之にボグの細を締り付けて

必く。オホノミモクのボグは土用前には市:の底iにくっつけて下げ，土用後はア

マモの背の ~IこI lìA~位のTYí又は上につるすそうである。つるした時のボ、グの大き

さは1.8-2尺位の直筏でるる。とのが主にしてオホパモクのボグを下げ1日K

1-2回，朝夕あげに行く。あげる時は件のボ、グを静かに引寄せ下から 3尺位

の三角の大きなグモでさっとすくいあげ，ボグの 1:1:1[1:入っていたウ ナギを捕

える。とのボグには又小fl，カニ，エピも入る。ウナギは多い時には 1つの

ボグに 5-617~入るそうでるる。 1 人で、 100-150 位のオホパモクのボグを入

れてウナギを捕っている。とのボ、グでウナギ抗1¥りをやるのは 1月上'1:0から 9

月中台]頃までである。

以上のようえ主ウナギボ、グに使う海誌にもう 1積ツルモ科のツルモ (Chorda

Filum (L.) LAMOUR.)がある。ツ Jレモは湾:内)i趨口Kあちとち生えているが，

オホパモク程量的に採れたいせいか，時:k'!'~Jtl'りる程度であまり使っていな

い。大部分はオホパモクのボグである。

(東北jfi:Hlli水産研究所)

し竺竺竺j望

l昭和 29年 4月初jめ東京に於て日本水産拳合大舎の開骨.uされるのを機とし同 5EI研究談

話舎を本~mlの京大災塁手百lí水産準数警にて閲1m，約 30 名の合員が出席しt落合であった。

舎は午後611キ過に開始，夕食を共にし乍ら互に懇談7時学令長の挨拶があり去る 2JJUi日

本合名理合員闘枝滞博士が逝去された惑を報じ，ー|司1也立獄践を捧げ同博士の待l倶稲を祈

った。それから合員五日[1崎感敏博士から閤校博士の~~TIに闘する研究業主立に就いての剤 i災が

あり ，更に J，~i:i 日御山府の名理合員三宅験ーlW土からタ卜図 111準中 のi!l憶談等を伺い克に一同

怨談に l時を過して午後 911~qìÎj l枚合した。

- 28ー



禽員諸君の投稿を募る

合員諮a君・から大体次の事柄を御含みの上の投手おを期待します。

1. 若草類に闘する小論文(革:fJ文)，綜税.論文抄録，雑録害事。

~. 原稿溺i肢のl収拾，掲載の服Jf.， 体m長及び校正は役員舎に一任のこと。

3. 別刷は小論文，綜設， 総合抄鍬に限りそのま主用は 50部を舎にて震機し， それ

以上は著者責捻のとと。必要官官般低投:!ilsの際にIjl込むとと。

4. 小論文， 綜謬t，総合抄録は 400~jqì吉原稿用紙 1~枚位迄，其他は向上 6枚位迄

を限度とし悶!ほ等のスペースは此の内に含まれる。

5. 原稿は"f-仮名混~ ，核l!fとしなるぺ <400字詰原稿舟紙を周ふるとと。

新に霊長類に闘する質疑態~欄を散け皮と思いますから，合員諸君￠御幸1Jm を乞う。

術:質問は札似品ー北大理接部航物芸品童文室内木令!庶務幹事宛のとと。

¥ 

昭和 ~9 年 5 月 ~O 日印刷l

悩和~!J年 5 月 31 日護行

編集書官夜行三首 中 本'f 言語 あ'I!

窓摺iIi舟晃司T;t能道大事理砂:ls梅iiIi研究所
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